
（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

 

短期シラバス（第 1 回考査分） 

教科・科目名 国語科・現代の国語 学年・コース 第１学年（普通・夢トライコース） 予定時数   １５時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

・「なぜ本を読むのか」 
（又吉直樹） 

・筆者が考える読書の効用に

ついて、文章構成に注意し

て理解し、自分に照らして

考えを深めることができ

る。 

知・技 
・話し言葉と書き言葉の特徴を理解している。 

・語句の量を増やし、語彙を豊かにしている。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

思・判・表 
・文章構成に注意して文章を読み、筆者が考える読書の効用に

ついて理解し、自分の考えを深めている。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

主体的学習 
・読書の効用について積極的に考え、自分の考えを深めようと

している。 
・プリント／行動観察 

・「言葉遣いとアイデン
ティティ」 
（中村桃子） 

・人間関係を調整する「言葉」

と「言葉遣い」の役割につ

いて、具体的事例をもとに

理解し、自分の生活に役立

てることができる。 

知・技 

・言葉には、認識や思考を支える働きがあることを理解してい

る。 

・例示などの修辞を理解している。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

思・判・表 
・具体例や論理展開に注意して文章を読み、「言葉」と「言葉遣

い」の役割について理解し、自分の生活に役立てている。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

主体的学習 
・「言葉」と「言葉遣い」の役割について、粘り強く本文を読ん

で理解し、自分の生活に役立てようとしている。 
・プリント／行動観察 

・「待遇表現」 

・敬語表現を理解し、相手や

場に応じた表現を用いる

ことができる。 

知・技 
・敬語表現を意識した言葉使いを理解している。 

・敬語表現を用いることの意義や効果を理解している。 

・定期考査 

・プリント／行動観察 

思・判・表 ・敬語表現を理解し、相手や場に応じた表現を用いている。 
・定期考査 

・プリント／行動観察 

主体的学習 ・敬語表現を理解し、学習課題に沿って用いようとしている。 ・プリント／行動観察 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 国語科・言語文化 学年・コース 第１学年（普通・夢トライコース） 予定時数   １５時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

・「言葉の森を育てよう」 
ドリアン助川 

言葉が生まれる過程や覚え方のパタ

ーンを理解し、自身が日常用いてい

る言葉について見直すことができ

る。 

知・技 
・段落相互の関係を捉え、文脈上の語句・漢字の意味・用

法などを理解している。 

・定期考査 

・授業プリント等 

・行動観察 

思・判・表 
・言葉についての筆者の考えを示す表現を読み取り、内容

や構成、展開などを的確に捉える。 

・定期考査 

・授業プリント等 

・行動観察 

主体的学習 
・言葉の果たす役割を理解し、日常用いている言葉を見つ

め直す。 

・定期考査 

・授業プリント等 

・行動観察 

・「とんかつ」 

三浦哲郎 

小説の巧みな構成に気づき、登場す

る小道具が、登場人物を結びつける

なかだちとして機能していることに

気づくことができる。 

知・技 
・段落相互の関係を捉え、文脈上の語句・感じの意味・用

法などを理解している。 

・定期考査 

・授業プリント等 

・行動観察 

思・判・表 
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて内容や構

成、展開などについて的確に捉える。 

・定期考査 

・授業プリント等 

・行動観察 

主体的学習 
・登場人物の人柄や心情などを表現する言葉を読み取り、

小説の巧みな構成に気づき、虚構の世界を味わう。 

・定期考査 

・授業プリント等 

・行動観察 

 

 

 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

教科・科目名 国語科・言語文化 学年・コース 第１学年（普通・夢トライコース） 予定時数   時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

・「児のそら寝」 

    （『宇治拾遺物語』） 

古典の世界に親しむために、古典を

読むために必要な文語のきまりや訓

読のきまり、古典特有の表現などに

ついて理解することができる。 

知・技 

・古典の世界に親しむために、古典を読むために必要な文

語のきまりや訓読のきまり、古典特有の表現などについ

て理解している。 

・定期考査 

・授業プリント等 

・行動観察 

思・判・表 
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や

構成について的確に捉えている。 

・定期考査 

・授業プリント等 

・行動観察 

主体的学習 
・積極的に児と僧の様子や心情をとらえ、自分の考えを説

明しようとしている。 

・定期考査 

・授業プリント等 

・行動観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第１回考査分①） 

教科・科目名 地理歴史・歴史総合 学年・コース 第１学年（普通・夢トライコース） 予定時数  １８ 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

歴史の扉 

「歴史と私たち」 

私たちの生活や身近な地域などに見

られる諸事象を基に、近代化、国際秩

序の変化や大衆化、グローバル化など

の歴史の変化と関わらせて、諸事象と

日本や日本周辺の地域及び世界の歴

史との関連性について考察し表現す

ることにより、私たちに関わる諸事象

が、日本や日本周辺の地域及び世界の

歴史とつながっていることを理解す

る。 

知・技 

私たちの生活や身近な地域などに見られる諸事象を基に

それらが日本や日本周辺の地域及び世界の歴史とつなが

っていることを理解している。 

行動観察 

学習プリント 

定期考査 

思・判・表 

近代化、国際秩序の変化や大衆化、グローバル化などの歴

史の変化と関わらせて、日本や日本周辺の地域及び世界の

歴史との関連性について考察し、表現している。 

行動観察 

学習プリント 

定期考査 

主体的学習 
歴史の扉について、よりよい社会の実現を視野に課題を主

体的に追究しようとしている。 

行動観察 

学習プリント 

歴史の扉 

「歴史の特質と資料」 

日本や世界の様々な地域の人々の歴

史的な営みの痕跡や記録である遺物、

文書、図像などの資料を活用し、複数

の資料の関係や異同に着目して、資料

から読み取った情報の意味や意義、特

色などを考察し表現することにより、

資料に基づいて歴史が叙述されてい

ることを理解する。 

知・技 
資料に基づいて歴史が叙述されていることを理解してい

る。 

行動観察 

学習プリント 

定期考査 

思・判・表 
複数の資料の関係や異同に着目して、資料から読み取った

情報の意味や意義、特色などを考察し、表現している。 

行動観察 

学習プリント 

定期考査 

主体的学習 
歴史の扉について、よりよい社会の実現を視野に課題を主

体的に追究しようとしている。 

行動観察 

学習プリント 

 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第１回考査分②） 

教科・科目名 地理歴史・歴史総合 学年・コース 第１学年（普通・夢トライコース） 予定時数    １８ 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

第１編 

近代化への問い 

中学校までの学習および歴史の扉の

学習を踏まえ、諸資料を活用して情

報を読み取ったりまとめたりする技

能を習得し、人々の生活や社会の在

り方が近代化に伴い変化したことに

ついて考察するための問いを表現す

る。 

知・技 
資料から情報を読み取ったりまとめたりする技能を身に

付けている。 

行動観察 

学習プリント 

思・判・表 
近代化に伴う生活や社会の変容について考察し、問いを表

現している。 

行動観察 

学習プリント 

主体的学習 
よりよい社会の実現を視野に入れ、近代化の課題について

主体的に追究しようとしている。 

行動観察 

学習プリント 

第１編 

第１章 

近代化への胎動 

アジア諸国とその他の国や地域の動

向を比較したり、相互に関連付けた

りするなどして、１８世紀の日本や

その他のアジアにおける経済活動や

社会の特徴、アジア各地域間の関係、

アジア諸国間の関係、アジア諸国と

欧米諸国との関係などを考察し表現

して、アジアの経済と社会を理解す

る。 

知・技 

１８世紀のアジアや日本における生産と流通、アジア各地

域間やアジア諸国と欧米諸国の貿易などを基に、１８世紀

の経済と社会を理解している。 

行動観察 

学習プリント 

定期考査 

思・判・表 

１８世紀のアジア諸国の経済が欧米諸国に与えた影響な

どに着目して、主題を設定し、アジア諸国とその他の国や

地域の動向を比較したり、相互に関連付けたりするなどし

て、１８世紀のアジア諸国における経済活動の特徴、アジ

ア各地域間の関係、アジア諸国と欧米諸国との関係などを

多面的・多角的に考察し、表現している。 

行動観察 

学習プリント 

定期考査 

主体的学習 
よりよい社会の実現を視野に入れ、近代化の課題について

主体的に追究しようとしている。 

行動観察 

学習プリント 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第１回考査分③） 

教科・科目名 地理歴史・歴史総合 学年・コース 第１学年（普通・夢トライコース） 予定時数    １８ 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

第１編 

第２章 

欧米の市民革命と 

「西洋の衝撃」 

産業革命の影響、中国の開港と日本

の開国の背景とその影響などに着目

して主題を設定し、考察・理解する。 

知・技 

資料から情報を読み取り、まとめる技能を身に付ける。 

産業革命と交通・通信手段の革新、中国の開港と日本の開

港などを基に、工業化と世界市場の形成を理解している。 

行動観察 

学習プリント 

定期考査 

思・判・表 

産業革命の影響、中国の開港と日本の開国の背景とその影

響から、アジア諸国とその他の国や地域の動向を比較し、

相互を関連付けて、アジア諸国と欧米諸国との関係の変容

などを多面的・多角的に考察、表現している。 

行動観察 

学習プリント 

定期考査 

主体的学習 
よりよい社会の実現を視野に入れ、近代化の課題について

主体的に追究しようとしている。 

行動観察 

学習プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 公民・公共 学年・コース 第１、２学年（普通・夢トライコース） 予定時数    時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

第２章 

公共的な空間における 

基本原理 

 

第１節 

民主社会の基本原理 

社会契約説や功利主義などの考え方

を通して、個人と国家・社会との関係

の観点から、自己の在り方生き方と民

主主義がどのように関係しているか

を理解する。 

法が人々を公平・公正に処遇し、相互

の信頼を確保することで協働の利益

を実現しようとするものであること

を理解する。 

知・技 

共通のルールを定め、考え方の違いや利害の対立を調整

し、必要に応じて制裁や強制力を用いながら、社会秩序が

維持されなければならないことを理解している。 

行動観察 

課題 

小テスト 

定期考査 

思・判・表 

絶対王政の時代から市民革命への歴史の変遷を踏まえ、ブ

ルジョワジーが政治的影響力を次第に強めていった背景

を考察し、適切に表現している。 

行動観察 

小テスト 

（資料読み取り） 

定期考査 

主体的学習 
人間同士の活動により、共通のことがらについて自由に議

論することで、公共性を主体的に追究しようとしている。 

課題 

授業プリント 

発問への回答状況 

第２節 

日本社会の基本原理 

自由・権利や責任・義務が、国家と個

人との関係や個人と個人との関係を

法（日本国憲法）によって規律する際

の基本的な枠組みであることを理解

する。また自らの自由や権利を主張す

るということは、同時に他者に対して

も同様の自由や権利を認めることが

前提であること、自由・権利と責任・

義務は不可分の関係にあることを理

解する。 

知・技 

近代国家の形成には、憲法制定を経て国家権力を制限する

とともに、国民の権利や自由を守ることが不可欠であるこ

とを理解している。 

行動観察 

課題 

小テスト 

定期考査 

思・判・表 

大日本帝国憲法と日本国憲法との比較・分析を踏まえ、国

民のよりよい暮らしを維持する工夫や方法を考察し、表現

している。 

行動観察 

小テスト 

（資料読み取り） 

定期考査 

主体的学習 
日本国憲法の基本原理を理解することで、他国の憲法との

違いを主体的に追究しようとしている。 

課題 

授業プリント 

発問への回答状況 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 数学・数学Ⅰ 
学年・コ

ース 
第１学年（普通コース・夢トライコース） 予定時数    25 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

中学校の内容の確認 

中学校の内容の確認を行うこ

とによって、数学への苦手意識

を減らし、高校数学への興味関

心を喚起させる。 

知・技 数の計算、文字式、方程式を解く中で計算の法則を身につけている。 

小テスト 

課題の取組状況 

定期考査の成績 

思・判・表 
問題を解決する際に、既に学習した計算の方法と関連付けて、式を多面 

的に捉えたり目的に応じて適切に変形したりすることができる。 

課題の取組状況 

定期考査の成績 

主体的学習 

粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決の

過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度

を養っている。 

行動観察 

課題の取組状況 

振り返りシート 

 

 第１章 数と式 

  第１節 数と式 

  第２節 実数 

  第３節 １次不等式 

数と式について、数学的活動を

通して、式を多面的に捉え適切

に変形する力を身につけ、数の

体系について理解の理解を深

め、四則計算ができるようにな

る。また、具体的な事象につい

て1次不等式を活用し課題を解

決できるようになる。 

知・技 

・二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深めている。 

・数を実数まで拡張する意義を理解し、簡単な無理数の四則計算ができ 

ている。 

・不等式の解の意味や不等式の性質について理解し、一次不等式の解を 

求めている。 

小テスト 

課題の取組状況 

定期考査の成績 

思・判・表 

・既に学習した計算の方法と関連付けて、式を多面的に捉えたり目的に 

応じて適切に変形したりすることができる。 

・不等式の性質を基に一次不等式を解く方法を考察できる。 

・日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え、一次不等式を問題解決 

に活用できる。 

課題の取組状況 

定期考査の成績 

主体的学習 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的

論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考

察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度を養っている。 

行動観察 

課題の取組状況 

振り返りシート 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 数学・数学 A 学年・コース 第１学年（普通コース・夢トライコース） 予定時数    19 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

 第１章 場合の数と確率 

  第１節 場合の数 

場合の数について、数学的活動を通

して、その有用性を認識するととも

に、場合の数を求めるときの基本的

な考え方についての理解を深め，そ

れらを事象の考察に活用できるよ

うにする。 

知・技 

（ア）集合の要素の個数に関する基本的な関係や和の法則、 

積の法則などの数え上げの原則について理解してい 

る。 

（イ）具体的な事象を基に順列及び組合せの意味を理解し、 

順列の総数や組合せの総数を求めることができる。 

小テスト 

課題の取組状況 

定期考査の成績 

思・判・表 
事象の構造などに着目し、場合の数を求める方法を多面的に

考察できる。 

課題の取組状況 

定期考査の成績 

主体的学習 

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く

考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決

の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしよ

うとする態度を養っている。 

行動観察 

課題の取組状況 

振り返りシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 数学・ベーシック数学 学年・コース 第１学年（普通ｺｰｽ・夢ﾄﾗｲｺｰｽ） 予定時数     19 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

四則計算の規則、小数の四

則計算、分数の四則計算、 

マナトレの復習 

四則計算の規則、小数・分数等の基本

的な計算の力を身につけ、高校数学へ

の興味関心を高め、理解を深める。 

知・技 
四則計算、小数・分数等を計算する知識・技能を身につけて

いる。 

小テスト 

課題の取組状況 

定期考査の成績 

思・判・表 
数学を活用して事象を簡潔・明瞭・適切に表現する力を身に

つけている。 

課題の取組状況 

定期考査の成績 

主体的学習 

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとしたり、興

味関心を持って問題解決の過程を振り返り、考察を深めて改

善したりしようとしている。 

行動観察 

課題の取組状況 

振り返りシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 理科・科学と人間生活 学年・コース 第１学年（普通・夢トライコース） 予定時数       時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

序章 科学技術の発展 

・科学技術の発展が今日の人間生活 

にどのように貢献してきたか理解 

する。 

・科学技術の発展と人間生活との関 

わりについて考察し表現できるよ 

うにする。 

 

知・技 
・電話の発明、無線通信の開発、テレビの開発、AI や 

IoT、エネルギーについて理解する。 

小テスト 

単元テスト 

定期考査 

課題 思・判・表 
・人間生活が劇的に変化した過程を論理的に判断できる。 

・再生医療の可能性が拡大したことを論理的に思考できる。  

主体的学習 
・情報伝達技術、交通手段の発達、エネルギー医療技術 

について意欲的に理解しようとする。 

課題の提出状況 

授業中の態度 

第Ⅰ章 物質の科学 

第 1 節 材料とその利用 

・観察、実験などを行い、金属やプ 

ラスチックの種類、性質および資 

源の再利用について、日常生活と 

関連付けて理解する。 

知・技 
・金属の種類や性質の違い、プラスチックの特徴や資源 

としての有効活用の方法について、理解する。 

小テスト 

単元テスト 

定期考査 

課題 思・判・表 
・プラスチックや金属の性質の違いや化学的な構造上の 

特徴から、用途や利用方法について判断できる。 

主体的学習 
・プラスチック、金属について、意欲的に様々な物質の 

必要性について理解しようとする。 

課題の提出状況 

授業中の態度 

第Ⅰ章 物質の科学 

第 2 節 衣料と食品 

・観察、実験などを行い、身近な衣 

料材料の性質や用途、食品中のお 

もな成分の性質について、日常生 

活と関連付けて理解する。 

知・技 
・繊維の種類と性質、構造について理解する。 

・食物中の栄養素について理解している。 

小テスト 

単元テスト 

定期考査 

課題 

 

思・判・表 
・天然繊維と化学繊維の性質や構造の違いから用途につ 

いて判断でき、各栄養素のはたらきについて思考でる。 

主体的学習 
・身のまわりにある繊維や食品について興味をもち、意 

欲をもって理解しようとする。 

課題の提出状況 

授業中の態度 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 保健体育・体育 学年・コース 第１学年（普通・夢トライコース） 予定時数      8 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

体育理論 

スポーツから得られる「恩恵」とスポ

ーツについての「課題」から、さまざ

まに思考し判断し表現する学習を通

して、個人がスポーツ文化を創造して

いく主体となっていることに気づく

ようにする。 

知・技 

（知識）スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展につ

いて理解している。 

（技能）体育理論については「技能」に係る評価の対象がな

いことから、「技能」の評価基準は設定していない。 

小テスト、保体ノー

ト、訂正ノート、活動

の観察（取組） 

思・判・表 

スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展について、課

題を発見し、より良い解決に向けて思考し判断するととも

に、他者に伝えている。 

小テスト、保体ノー

ト、訂正ノート、活動

の観察（取組） 

主体的学習 
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展についての

学習に自主的に取り組もうとしている。 

出席状況、忘れ物な
ど、保体ノート、訂正
ノート、活動の観察
（取組） 

体つくり運動 

体を動かす楽しさや心地よさを味わ

い、運動を継続する意義、体の構造、

運動の原則を理解するとともに、健康

の保持増進や体力の向上を目指し、目

的に適した運動の計画を立て取り組

むことができるようにする。 

知・技 

（知識）運動を継続する意義、体の構造、運動の原則などに

ついて理解している。（技能）体ほぐしの運動は、技能の習

得・向上をねらいとするものではないこと。実生活に生かす

運動の計画は、運動の計画を立てることから、「技能」の評

価基準は設定していない。 

活動の記録表、小テス

ト、活動の観察 

思・判・表 
自己や仲間の課題を発見し、運動の取り組み方を工夫すると

ともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝えている。 

個人ノート、班ノー

ト、運動の記録表、自

己評価表 

主体的学習 

体つくり運動に自主的に取り組むとともに、互いに助け合い

教え合おうとすること、一人一人の違いに応じた動きなどを

大切にしようとすること、話合いに貢献しようとすることな

どをしたり、健康・安全を確保したりしている。 

授業への取り組み、出

席状況、忘れ物など、 

個人ノート、自己評価

表、活動の観察 

 

短期シラバス（第１回考査分） 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

教科・科目名 保健体育・体育 学年・コース 第１学年（普通・夢トライコース） 予定時数       6 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

（選択種目）球技 

競技の勝敗を競う楽しさや喜びを味

わい、体力の高め方や運動観察の方法

などを理解するとともに、作戦に応じ

た技能で仲間と連携しゲームを展開

することができるようにする。 

知・技 

（知識）技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方

法などについて理解している。 

（技能）ゴール型では、安定したボール操作と空間を作りだ

すなどの動きによってゴール前への侵入などから攻防をす

ることができる。ネット型では、役割に応じたボール操作や

安定した用具の操作と連携した動きによって空いた場所を

めぐる攻防をすることができる。ベースボール型では、安定

したバット操作と走塁での攻撃、ボール操作と連携した守備

などによって攻防をすることができる。 

競技の記録表 

ルールテスト 

実技テスト 

活動の観察 

思・判・表 

攻防などの自己やチームの課題を発見し、合理的な解決に向

けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考

えたことを他者に伝えている。 

個人ノート、班ノー

ト、競技の記録表 

自己評価表 

主体的学習 

球技に主体的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切に

しようとすること、作戦などについての話合いに貢献しよう

とすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを大切にし

ようとすること、互いに助け合い教え合おうとすることなど

をしたり、健康・安全を確保したりしている。 

授業への取り組み、出

席状況、忘れ物など、 

個人ノート、自己評価

表、活動の観察 

 

 

 

 

 

 

短期シラバス（第１回考査分） 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

教科・科目名 保健体育・体育 学年・コース 第１学年（普通・夢トライコース） 予定時数       6 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

（選択種目）武道 

技を高め勝敗を競う楽しさや喜びを

味わい、伝統的な考え方、技の名称や

見取り稽古の仕方、体力の高め方を理

解するとともに、基本動作や基本とな

る技を用いて攻防を展開できるよう

にする。 

知・技 

（知識）伝統的な考え方、技の名称や見取り稽古の仕方、体
力の高め方などについて理解している。 

（技能）柔道では、相手の動きの変化に応じた基本動作や基

本となる技、連絡技を用いて、相手を崩して投げたり、押さ

えたりするなどの攻防をすることができる。剣道では、相手

の動きの変化に応じた基本動作や基本となる技を用いて、相

手の構えを崩し、しかけたり応じたりするなどの攻防をする

ことができる。 

競技の記録表 

ルールテスト 

実技テスト 

活動の観察 

思・判・表 

生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己や仲間の

課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて取り組み方を

工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝えて

いる。 

個人ノート、班ノー

ト、競技の記録表 

自己評価表 

主体的学習 

武道に主体的に取り組むとともに、相手を尊重し、礼法など

の伝統的な行動の仕方を大切にしようとすること、役割を積

極的に引き受け自己の責任を果たそうとすること、一人一人

の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとすることなど

をしたり、健康・安全を確保したりしている。 

授業への取り組み、出

席状況、忘れ物など、 

個人ノート、自己評価

表、活動の観察 

 

 

 

 

 

 

 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 保健体育・保健 学年・コース 第１学年（普通・夢トライコース） 予定時数       8 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

1 単元 現代社会と健康 

１健康の考え方と成り立ち 

２私たちの健康のすがた 

３生活習慣病の予防と回復 

４がんの原因と予防 

５がんの治療と回復 

６運動と健康 

現代社会と健康について、自他や社

会の課題を発見し、その解決を目指

した活動を通して、現代社会と健康

についての理解を深め、健康や安全

に関する原則や概念に着目して解決

の方法を思考し判断するとともに、

それらを表現できるようにする。 

知・技 

国民の健康課題や健康の考え方は、国民の健康水準の向上や
疾病構造の変化に伴って変わってきていること。また、健康
は様々な要因の影響を受けながら、主体と環境の相互作用の
下に成り立っていること。健康の保持増進には、ヘルスプロ
モーションの考え方を踏まえた個人の適切な意思決定や行
動選択及び環境づくりが関わることを理解している。 
感染症の発生や流行には、時代や地域によって違いがみられ
ること。その予防には、個人の取組及び社会的な対策を行う
必要があることを理解している。 
健康の保持増進と生活習慣病などの予防と回復には、運動、
食事、休養及び睡眠の調和のとれた生活の実践や疾病の早期
発見、及び社会的な対策が必要であることを理解している。 
 

定期考査の成績 

小テスト 

授業への取り組み 

保健ノート 

訂正ノート 

思・判・表 

現代社会と健康について、課題を発見し、健康や安全に関 

する原則や概念に着目して解決の方法を思考し判断してい 

るとともに、それらを表現している。 

定期考査の成績 

授業への取り組み 

保健ノート 

訂正ノート 

主体的学習 
現代社会と健康についての学習に主体的に取り組もうとし 

ている。 

授業への取り組み 

保健ノート 

訂正ノート 

 

 

 

 

 

 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 芸術・音楽Ⅰ 学年・コース 第１学年（選択） 予定時数   １６時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

日本の歌、海外の歌 

～楽譜から作者の思いを想像

して、意図をもって歌おう～ 

○歌唱の活動を通して、個性を生か 
しながら思いや意図をもって表現 
する力を伸ばす。 

○音や音楽が醸し出すよさや美しさ 
などを感じ取り、そこに価値を見 
いだせる感性を養う。 

○音や音楽を知覚・感受して、思考 
・判断し表現する音楽活動の過程 
を通して、創造的な表現の能力を 
伸ばす。 

知・技 

○曲想と音楽の構造や歌詞、文化的・歴史的背景との関 

わりを理解している。 

○曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の使い方など 

の技能を身に付けている。 

実技評価 

小テスト等 

思・判・表 
○歌唱表現に関する知識や技能を得たり生かしたりしなが 

ら、イメージをもって表現を創意工夫している。 
ワークシート等 

主体的学習 
○日本の歌に興味をもち、音楽活動を楽しみながら主体的 

・協働的に学習活動に取り組もうとしている。 

自己評価 

授業態度等 

リズムアンサンブル 

バンドアンサンブル 

～読譜力を高めて、アンサ

ンブルを楽しもう～ 

○リズムアンサンブルの活動を通し 
て、個性を生かしながら思いや意 
図をもって表現する力を伸ばす。 

○音や音楽を知覚・感受して、思考 
・判断し表現する音楽活動の過程 
を通して、創造的な表現の能力を 
伸ばす。 

知・技 
○曲にふさわしい奏法や身体の使い方などの技能、他者 

との調和を意識して演奏する技能を身に付けている。 

実技評価 

小テスト等 

思・判・表 
○器楽表現に関する知識や技能を得たり生かしたりしなが 

ら、イメージをもって表現を創意工夫している。 
ワークシート等 

主体的学習 
○リズムアンサンブルに興味をもち、音楽活動を楽しみな 

 がら主体的・協働的に学習活動に取り組もうとしている。 

自己評価 

授業態度等 

 

 

 

 

 

 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 芸術・美術Ⅰ 学年・コース 第１学年（選択） 予定時数     １６時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

・鉛筆による表現の基礎 

鉛筆の削り方 

練り消しゴムの使い方 

立方体・円柱のデッサン 

・鉛筆による静物デッサン 

・対象を見つめ感じ取ったことや考えたこ

と、夢や想像などから主題を生成する。 

・表現形式の特性を生かし、形体や色彩、

構成などについて考え、創造的な表現の

構想を練る。 

・表現方法を創意工夫し、主題を追求して

創造的に表す。 

知・技 ・表現方法を創意工夫し、主題を追求して創造的に表している。 
授業作品 

制作レポート 

思・判・表 

・対象を見つめ感じ取ったことや考えたこと、夢や想像などから主

題を生成している。 

・表現形式の特性を生かし、形体や色彩、構成などについて考え創

造的な表現の構想を練っている。 

授業作品 

制作レポート 

主体的学習 ・主体的に鉛筆による表現の創造活動に取り組もうとしている。 授業態度 

・鑑賞 

（トリックアート作品） 

・造形的な特徴などを基に、全体のイメー

ジや作風、様式などで捉えることを理解

する。 

・造形的なよさや美しさを感じ取り、作者

の心情や意図と創造的な表現の工夫な

どについて考え、見方や感じ方を深め

る。 

知・技 
・造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風、様式などで捉

えることを理解している。 
鑑賞レポート 

思・判・表 
・造形的なよさや美しさを感じ取り、作者の心情や意図と創造的な

表現の工夫などについて考え、見方や感じ方を深めている。 
鑑賞レポート 

主体的学習 
・主体的に作品や美術文化の鑑賞の創造活動に取り組もうとしてい

る。 
授業態度 

 

 

 

 

 

 

 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 英語・英語コミュニケーションⅠ 学年・コース 第１学年（普通・夢トライコース） 予定時数    21   時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

Warm-Up 1 
アルファベット 

・食材の中にある英語の単語を書き、

発音を確認する。 

・英語のアルファベットを使って単語

を正確に書き、発音する。 

知・技 

[知識]アルファベットについて、その決まり事などを理解し

ている。 

[技能]アルファベットを正しく認識し、書くことができる技

能を身につけている。 

・定期考査 

・プリント等 

・小テスト 

思・判・表   

主体的学習   

Warm-Up 2 
教室で使う表現 

 

・授業における典型的な場面でよく使

われる英語表現を学習する。 

・授業における典型的な場面でよく使

われる英語表現を理解し、実際に使っ

てみる。 

知・技 

[知識]教室で使う表現について、その使い方や使う場面など

を理解している。 

[技能]教室で使う表現について、その使い方や使う場面など

を正しく認識し、適切に使うことができる技能を身につけて

いる。 

・定期考査 

・パフォーマンステスト 

 

思・判・表 
教室で使う表現について、その使い方や使う場面などを正し

く認識し、適切に使っている。 

・パフォーマンステスト 

・観察 

主体的学習 
教室で使う表現について、その使い方や使う場面などを正し

く認識し、適切に使おうとしている。 

・パフォーマンステスト 

・観察 

Warm-Up 3 
辞書の使い方／疑問詞 

・辞書の使い方と役に立つ用語につい

て学習する。また、疑問詞のある疑問

文と答え方を学習する。 

・辞書を使って単語を調べてみる。ま

た、疑問詞のある疑問文と答え方を学

習する。 

知・技 

[知識]辞書の使い方/疑問詞について、その使い方や使う場面

などを理解している。 

[技能] 辞書の使い方/疑問詞について、その使い方や使う場

面などを正しく認識し、適切に使うことができる技能を身に

つけている。 

・観察 

思・判・表   

主体的学習   

短期シラバス（第１回考査分） 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

教科・科目名 英語・英語コミュニケーションⅠ 学年・コース 第１学年（普通・夢トライコース） 予定時数    21  時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

Pre-Lesson 1 
My Name Is Ito Neko 

・モデルとなる自己紹介文を通し、

be 動詞を用いた英語表現で自

分の事を伝え相手を理解する。 

知・技 

[知識]be 動詞を用いた文の形・意味・用法を理解している。 

[技能]自分の名前・性格・特徴などを、be 動詞を用いて、相手に

伝える技能を身につけている。 

・定期考査 

・プリント等 

・小テスト 

思・判・表 
自分の名前・性格・特徴などを整理して、相手が理解しやいよう

に伝えている。 

・パフォーマンステスト 

・観察 

主体的学習 
自分の名前・性格・特徴などを整理して、相手が理解しやいよう

に伝えようとしている。 

・パフォーマンステスト 

・観察 

Pre-Lesson 2 

I Like Junk Food! 

・基本的な一般動詞を用いた自己 

紹介文を通し、自己紹介の内容 

の幅を広げることができる。 

知・技 

[知識]一般動詞を用いた文の形・意味・用法を理解している。 

[技能]自分の日常の行動や食べ物の好みなどを、一般動詞を用い

て、相手に伝える技能を身につけている。 

・定期考査 

・プリント等 

・小テスト 

思・判・表 
自分の日常の行動や食べ物の好みなどを整理して、相手が理解し

やすいように伝えている。 

・パフォーマンステスト 

・観察 

主体的学習 
自分の日常の行動や食べ物の好みなどを整理して、相手が理解し

やすいように伝えようとしている。 

・パフォーマンステスト 

・観察 

Communication 1 
自己紹介 

・英文の構造を理解しながら、be 

動詞・一般動詞を用いて自己紹 

介をすることができる。 

・相手が話す自己紹介を聞き取り、

その内容を理解することができ

る。 

知・技 

[知識]ここまで学習したことをもとに、自己紹介の仕方を理解している。 

[技能]ここまで学習したことをもとに、自己紹介というテーマでメモを

作成し、相手とコミュニケーションできる技能を身につけている。 

・パフォーマンステスト 

・観察 

思・判・表 
効果的な自己紹介ができるように選んだテーマに沿って自分の

情報を整理して、相手が理解しやすいように伝えている。 

・パフォーマンステスト 

・観察 

主体的学習 

効果的な自己紹介ができるように、選んだテーマに沿って自分の

情報を整理して、相手が理解しやすいように伝えようとしてい

る。 

・パフォーマンステスト 

・観察 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 英語・英語コミュニケーションⅠ 学年・コース 第１学年（普通・夢トライコース） 予定時数    21  時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

Lesson 1 

［題材内容］ 

世界の朝食を紹介するスピーチを

通して、その特徴や相違を学習す

る。 

［言語材料］ 

過去形 

［言語活動］ 

好きな食べ物について、英語で述

べることができる。 

知・技 

［知識］動詞の過去形を用いた文の形・意味を理解している。 

［技能］動詞の過去形の理解をもとに、世界の朝食を紹介するス

ピーチや、昨夜何をしたかについての対話の内容を聞く技能、好

きな食べ物について、自分の考えや好み、その理由などを書いた

り、伝え合ったりする技能を身につけている。 

・定期考査 
・パフォーマンステスト 

・プリント等 
・小テスト 

・振り返りシート 

思・判・表 

世界の朝食を紹介するスピーチや、好きな食べ物についての対話

の概要を捉えている。 

おたがいについてよりよく知るために、世界の朝食について学ん

だ事柄を用いて、好きな食べ物について自分の考えや好み、その

理由などを伝え合っている。 

・定期考査 
・パフォーマンステスト 

・振り返りシート 

・観察 

主体的学習 

世界の朝食について書かれた文章の概要を捉えようとしている。

世界の朝食について学んだ事柄を用いて、好きな食べ物について

自分の考えや好み、その理由などを整理して話そうとしている。 

・パフォーマンステスト 

・振り返りシート 

・観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 家庭・家庭基礎 学年・コース 第１学年（普通・夢トライコース） 予定時数     18 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

第１章 

自分らしい生き方と家族 

①人の一生を考える上で、自己と他

者、社会との関わりから様々な生

き方があることを学ぶ。 

②青年期の課題を理解するととも

に、家族を取り巻く社会の関わり

について学ぶ。 

知・技 

①自分の人生を見通して、これからの人生をデザインする

ことができる。 

②青年期の特徴や家族と法律の関わりを理解することが

できる。 

・学習ノート 

・授業への参加態度 

・定期考査 

思・判・表 

①自分の人生を考え、デザインしようとしている。 

②青年期の課題や家族と法律の関わりについて、学んだこ

とを活かして自分の生活に置き換えて考え、まとめるこ

とができる。 

・学習ノート 

・実習への参加態度 

・定期考査 

主体的学習 
グループの人と協力し、話し合いや活動に積極的に参加す

ることができる。 

・授業、実習への 

参加態度 

・課題の提出 

第 2 章 

子どもとかかわる 

 乳幼児期の発育・発達、子どもを

取り巻く環境や子育て支援について

理解するとともに、乳幼児と適切に

関わるための基本的な技能を身に付

ける。 

知・技 

①乳幼児の発育・発達の特徴、子どもを取り巻く環境につ

いて理解することができる。 

②乳幼児との適切な関り型を学び、ふれあい体験などで実

践することができる。 

・学習ノート 

・授業への参加態度 

・定期考査 

思・判・表 

子どもとの関わりについて学んだことを活かし、問題の解

決方法を考えたり、自分の生活に置き換えて考え、まとめ

ることができる。 

・学習ノート 

・実習への参加態度 

・定期考査 

主体的学習 
グループの人と協力し、話し合いや活動に積極的に参加す

ることができる。 

・授業、実習への 

参加態度 

・課題の提出 

 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 情報・情報Ⅰ 学年・コース 第１学年（普通／夢トライ） 予定時数     17 時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

【図解編】 
第１章 情報社会とわたし 

たち 
 

【実習編】 
Section１ オリエンテー 

ション 

Section２ 問題解決実習 

身近な事例から情報社会を意識し、

よりよい情報社会の発展のために必

要な情報モラルについて理解する。特

に、情報やメディアの特徴や情報社会

の特徴、情報セキュリティを高める方

法、情報社会を支える法律について理

解する。 

また、実習を通してコンピュータ

を使うために必要な基本的なことが

らを確認するとともに、問題解決の

ための手法を学ぶ。 

知・技 

・SNS をはじめとした、インターネットを用いたコミュニケ

ーションの特性を理解している。 

・コンピュータの利用開始・終了の一連の手順について確認

し、これから利用する環境下での操作について習得する。 

・情報セキュリティを高めるために、個人で取り組む情報セ

キュリティ対策について理解している。 

・個人情報や知的財産権、産業財産権は法律によって扱い方

が定められていることを理解している。 

・著作物、著作権、著作者人格権、著作隣接権について理解

している。 

サブノート 

ファイル 

定期考査 

授業態度 

思・判・表 

・スマートフォンや SNS の適切な活用について考えること

ができる。 

・パスワードを適切に設定し、管理することができる。 

・どのような状態において情報セキュリティリスクがあるの

か判断し、リスクに備える方法を適切に表現できる。 

・情報の特性を観点に分けて考えることができる。 

・情報通信技術によって豊かな社会を持続するためにどうす

ればよいか考え、表現することができる。 

サブノート 

ファイル 

定期考査 

授業態度 

主体的学習 

・自分のコンピュータや情報モラルに関する知識とスキルの

向上に向けて、主体的に取り組もうとしている。 

・進化する情報通信社会を具体的に自分事として捉えようと

している。 

サブノート 

ファイル 

課題の提出状況 

授業態度 

 



（令和４年度以降入学生用）                                                            長崎県立五島南高等学校 

短期シラバス（第１回考査分） 

教科・科目名 理科・理数探究基礎 学年・コース 第１学年（普通コース） 予定時数     時間 

 

単元・題材 単元の目標 評価観点 評価規準 評価方法 

序 編 探究を始める前に 

・探究の意義を理解する。 

・探究に対する関心・意欲を高め、 

自然科学についての理解を深める 

とともに、探究の意義や進め方の 

概要を理解する。 

知・技 
・探究の意義や探究に必要な資質・能力について理解し 

ている。 

授業への取り組み 

プリント 
思・判・表 

・科学者の研究の歩みを題材に、探究の意義について考え 

ることができる。 

主体的学習 
・科学者の研究の歩みを題材に、探究に知的好奇心を持 

って向き合い、取り組もうとしている。 

第１編 探究の流れ 
 
 第１章 テーマの設定 
 第２章 仮説を立てる 
 第３章 計画を立てる 

 

・探究可能な課題を設定する。 

・課題に対して仮説を設定する理由 

やその注意点を理解する。 

・探究に使える期間や方法を考え 

て、探究の計画を立てる方法を理 

解する。 

 

知・技 

・具体的で、検証可能な課題を設定することができる。 

・なぜ仮説を立てるのか理解することができる。 

・探究に使える期間や方法をもとに、探究の計画を立て 

る方法を理解している。 

授業への取り組み 

プリント 

思・判・表 

・多角的・複合的な視点から方法を身につけている。 

・説明できるように仮説を考えることができる。 

・本実験の課題を見直すことができる。 

主体的学習 

・自らの興味のある分野の課題を設定しようとする。 

・先人の研究を例に、仮説を設定する意義について考え 

ようとする。 

・目的ごとに相応しい実験・調査方法を考えようとす 

る。 

 

 


